
1                     ふるさとづくり信更 

 

 

 

 

令和２年 新年のごあいさつ 
 

逆行をチャンスととらえ、特徴ある地域創を 

           信更地区住民自治協議会 会長 塚田今朝幸 

町民の皆様明けましておめでとうございます。 

元号が令和となり 2 年目の新年を迎えました。昨年の台風 19 号は長野市に甚大な被害をもたらしました。

被災された関係者の皆様には心よりお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

地球温暖化の影響か自然災害が常態化になりつつある昨今、平穏な一年を望むところです。課題が山積み

する中山間地域で少子化、高齢化にどう向き合っていくかを皆で考えることが、地域存亡の機に立ち向かう

術であると思います。増える荒廃地、空き家、地域の重荷となりつつある道路の草刈、除雪作業、地域団体

役員のなり手不足、保育園、学校の存続問題、お祭り等地域文化の後継者不足、挙げればきりがありません。

この逆境をいかに乗り越えていくかを皆で考える一年にしたいと思います。逆境をチャンスととらえ出来る

物から継続的に取り組んでいくことが大切ではないでしょうか。信更地区をもっと特徴のある目立つ処に変

えていく、情報を発信して人が訪れる地域創りに努力をしていく必要があります。住民自治協議会が発足し

て 10 年が過ぎその設立の趣旨をもう一度再認識して、単なる長野市の下請け機関ではなく真に地域の為の

組織として活動できるべくその方向性を住民全体で考え、持続可能なものにしていきましょう。 

 本年も良い年でありますようご祈念して、整いませんが年頭のごあいさつといたします。 

 

 

住自協と協力のもと、さらなる活性化へ 

                     信更支所 所長 石坂恒雄 
新年明けましておめでとうございます。 

信更地区の皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

平素市政につきましては、多大なるご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

長野市は、「第五次長野市総合計画」のもと、「幸せ実感都市『ながの』」の実現に向け、計画を推進していると

ころです。日本全国で人口減少・少子高齢化が進行しており、2019 年の出生数が、86 万人と急減し、話題とな

っています。信更地区での、12 月 1 日現在の人口は 1,903 人、高齢化率は 53.1%となっています。さらに、年

少人口の減少が著しく、14 歳までの人口は 70 人、3.7%となっています。昨年は、10 月の台風第 19 号で、市内

でも大変な被害となりました。信更地区でも、人的被害や家屋の被害はなかったものの、道路や農地などに多数

の被害がありました。春の作付けまでには、復旧できることを願っています。 

信更地区住民自治協議会では、塚田会長を始めとする役員の皆様、地域の皆様が、さまざまな課題に、意

欲的に取り組んでいただいておりますことに、改めて感謝申し上げます。 支所としましては、職員一同、

住民自治協議会の皆様と協力し、地域の活性化に貢献していきたいと考えております。さらなるご支援、ご

協力をいただきますようお願い申し上げます。 

本年 1 年の皆様のご多幸とご健勝をお祈りし、新年のあいさつとさせていただきます。 
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12 月 19 日（木）8 月の住民集会の意見を踏まえ市長あてに存続の要

望書を提出しました。出席者は住自協が塚田会長、小林副会長、三澤副会

長、鳥羽会計、小山事務局長 市側は北原こども未来部長、広田保育幼稚

園課長、小池課長補佐、中村課長補佐、西澤係長、石坂信更市所長、そし

て東方市議会議員です。 

要望内容は、「保育園の存続は移住事業にとっても大切である。また地

域でも園児募集に取り組んでいるので存続を希望する」というものです。

市からの回答は、「集団保育という環境は非常に大切であると考えている。

一方で移住とか地区のあり方を考える中で、施設は非常に重要であるとい

うこともわかっている。ただ、園児のことを考えるとこのままというわけ

にはいかない。引き続き協議をさせていただきたい」というものでした。 

この回答について保育園問題を考える委員会で今後のことを検討していく予定です。 

  
 

 

 

1 月 2 日（木）市立信更公民館と共催で成人式を開催しました。新成

人対象者 15 人の内 10 人が出席し成人を祝いました。式辞の中で中山

館長は「これからの人生において、自分で挑戦し決断し失敗しても這い

上がり、自分自身で幸せをつかまなければなりません。それからふるさ

と信更で地域と連携して活躍し、次世代につなぐことも視野に入れてく

ださい。」と新成人に願いを託しました。加藤市長からは「変化の著し

い時代だからこそ視野を大きく広げ、社会における自らの役割や理想を

たくましく切り開いて行かれることを望みます。」と祝辞がありました。 

新成人を代表して日詰貴洋さんは謝辞で「私たちの原点はこの信更の地にあると思います。この地で蓄え

た知識能力は必ず将来糧になります。私達にとってかけがえのない信更町の発展をお祈りします。」と感謝

の意を伝えました。式典の後、新成人が企画した発表会があり、それぞ

れの近況報告や小中学校時代の思い出の写真などプロジェクターを使

って発表していました。昼食会では来賓から祝福の言葉が贈られました。 

同日午後、信更住自協主催による新年祝賀会を開催しました。議員 3

名を含め、出席者 41 名の出席がありました。新年のお祝いとともに、

祝辞の交換をしました。  

☆介護でお困りの方は、お気軽にご相談ください！ 

居宅介護支援事業所 水 篠 橋 
〒381-2346 長野市信更町安庭 537 番地 5  

 
〇携帯 090-1793-9390 電話/FAX026-299-2678 （北島） 

事務用品 OA 機器 オフィス家具 

竹村文具店 

 

有限 

会社 

信州新町 新町 63 
TEL 026-262-2229 
FAX 026-262-3351 

営業時間午前9時～午後4時 

TEL/FAX 299 - 2458 

信更いっぽ工房 

        

おやき製造・販売 

地方発送（冷凍・冷蔵） 

信更町成人式 

信更住自協新年会 

信更保育園存続の要望書提出 

信更町成人式 新年祝賀会開催 
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グランピング施設の視察研修 旧更府小学校後利用について学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
12 月 3・4 日、千葉県で「株式会社 BUB」が運営するグラン

ピング施設の視察研修に行きました。 

株式会社 BUB は昨年更府小学校の後利用にキャンプ場とし

ての利用を提案してきた会社です。ただ、平成 31 年 4 月から

の運営を希望していたので要望には答えられませんでした。そ

の会社が千葉県でグランピング施設をオープンしたことを知り、

視察研修先にしました。場所は千葉県長生村、施設は元専門学

校の跡地のグラウンドを使用しています。面積は旧更府小学校

のグラウンドの 10 倍は有るのではないかと思われました。そ

こにトイレ（水洗）・シャワーを併設した高級テント 3 張、ト

イレ（水洗）・シャワーが共用のテント 9 張りが設置されてい

ました。 

  

 始めた動機は、海外に 2 年位遊びに行っていた経験を活かし非日常の空間に泊まり自分を見つめ直す

ところを作ろうと始めた。 

 従業員はパートを含め 24 名、内正社員は 5 名。パートは地元の主婦など。正社員の内 4 人は都内か

ら移住してきている。 

 宿泊費は 1 泊 2 日で平均 7 万円。ほとんどの人が割安と言っている。それは都内の高所得のファミ

リーが来ているから。都内の子育て世代は子供にかけるお金が増えていて何か体験をさせたいと考え

ている。ここには 100 種類くらいのアクティビティプランが有り満足している。 

 住民の中には、はじめは不安感のある人もいたが後の説明会では不快感を示さなかった。 

 敷地の賃料は 1 ヶ月 30 万円だが金額については今交渉している。ただ電気の引き込みや合併浄化槽、

上下水道の配管は村でやってもらった。 
 

◉BUBの売りはアクティビティにあるということです。需要があるということに視察した皆さん驚いてい

ました。 

 

    
地域の皆様とのきずなを大切に 

グループホームしんこう 

 

☎290-4015 

 社会福祉法人あさひ福祉会 

グランピングとは、グラマラス（魅惑的な）とキャンピングを掛け合わせた造語で、テント設営や食事の

準備などの煩わしさから旅行者を解放した「良い所取りの自然体験」に与えられた名称 

アクティビティプランの一例 

社長の一戸さんの説明は次の通り 
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12 月 15 日(日) 

餅つき会 

小学生のお兄さんお姉さん

達が力いっぱい杵をふる

い、ちびっ子達は大きな声

援で応援しました。 

甘いあんこのお餅をお腹い

っぱいいただきました。 

 

第３２回信更地区社会福祉大会  12 月 5 日(木)  

午後 1時 30分から信更公民館で開催され、8名の民生委員さんと、

2 名の社会福祉貢献者の方、4 名の優良介護者の方が表彰されました。

民生委員さんには 2 期、3 期と長きにわたり地区を見守りいただき本

当にありがとうございました。社会福祉貢献者の方には長年にわたり

地区の社会福祉に貢献され、ご尽力をいただいており感謝申し上げま

す。また、優良介護者の方にはそれぞれのご家庭での介護の様子をう

かがい知り、頭の下がる思いです。 

受賞された皆様、誠におめでとうございます。時節柄、ご自身のお

体に気を付けて努めていただきたいと思います。 

 講演会では、『地域のみんなでフレイル予防～健康寿命を延ばすた

めに～』と題して長野市地域包括ケア推進課の宮入綾子さんに講演し

ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉健康部会 

推進委員視察研修 12 月 11 日(水) 

 研修で習得した知識を、地区の 

お茶のみサロン等の集いで住民に 

広めることを目的とした視察研修 

を「美麻高原蔵」で行ってきました。 

工場見学と発酵食品に関する研修 

では味噌の効能をお聞きした後、大豆、米糀を使った味噌の

仕込みを体験して、大変有意義な一日を過ごしました。 

子育てほっとパーク 

12 月 24 日(火) 

クリスマス会・会食会 

リース作りを教わって、サ

ンタさんからのプレゼント

をもらい、スタッフの皆さ

ん手作りの美味しい昼食を

いただき、とても楽しいク

リスマス会になりました。 

オレンジカフェ 1 月 15 日 

男性 5名女性 22名総勢 27名の皆様に集ま

っていただき信更公民館において開催し 

ました。フレイル予防でニュースポーツを

体験した後、お茶と 

おしゃべりで楽しい 

ひとときを過ごして 

いただきました。 

次回は、2 月 4 日予定しています。 

 

介護者の集い  1 月 21 日(火) 

 ご家庭で介護をされている方等を対象に、おでかけして心

のリフレッシュをしていただこうと 

参加を募って地蔵温泉、「十福の湯」へ 

行きました。日頃、家を空けることが 

ままならない皆様はゆっくり温泉で体 

を癒し、美味しい昼食でお腹も満たし 

ていただいて、また参加者の皆様どう 

しの会話も弾んで楽しい一日を過ごし 

ていただきました。来年も開催する予 

定です。大勢の皆様のご参加お待ちし 

ております。 

<表彰状> 民生委員  新井 敏文様

伊藤 陽子様 

笠井 宏美様 

小山 峯子様 

芝田みよ志様 

髙野 弘子様 

塚田みえ子様 

宮田 和子様 

<感謝状>     高野 春治様 

高野 仁子様 

<褒 状>     内山かづ江様 

          嶌田 辰美様   

          日詰 千則様 

      宮原のぶ子様 
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「年末特別巡邏警戒を実施」 
信更分団 分団長 田中 宏典 

長野市消防団信更分団では、12 月 28 日（土）から 30 日（月）の 3 日間、消防局、警察署と合同で年末

特別巡邏警戒を実施しました。 

今回から、安全配慮のため、一部地域を除いて恒例の「鐘たたき」は行いませんでしたが、 

午後 9 時から、各地区内を積載車等で巡回し、予防広報を行いながら、火災の多くなる冬期間の火災予防に 

努めました。 

毎年、自主防災会の皆さまにもご協力いただき、巡視の際は、住自協の塚田会長、防犯協会の小林会長、

駐在所の丸山所長にも同行いただき、各警戒場所の団員を激励していただきました。 

昨年、長野市は台風 19号により甚大な被害を受けました。 

信更地区はそこまで大きな被害はありませんでしたが、火事や災害はいつ起こ

るか分かりません。日頃から防災意識を高めていただき、災害の無い信更地区を

目指しましょう！ 

消防団も、地域のために頑張って活動していきますので、引き続きご協力をお

願いします。 

 

 

 

 

このたびの台風 19 号により被害を受けられた皆さまには、心よりお見舞い申し上げます。 

信更住自協では 10 月 12 日に発生いたしました台風 19 号により被害を受けられた長野市民を支援するた

め、義援金の募金活動を行って参りました。 

信更町の皆さまよりお寄せいただいた義援金は下記の通りとなりましたのでご報告させていただきます。 

総額 148,851円 

お寄せいただいた義援金は 1 月 31 日（金）に、長野市へ寄付をさせていただきました。皆さまの温かい

ご支援、ご協力に感謝申し上げるとともに、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。 

 

  

第 29回 信更文化祭開催 
信更公民館の講座で作成した作品などの 

提示や、芸能発表をお楽しみください 

日時  2月 16日（日） 9 時～ 開会式(体育館)  

場所  作品展示 信更中学校 １階教室  

芸能発表 信更中学校 体育館 

 

  

長野市災害義援金御礼と報告 
 

TEL 026-290-3848 FAX 026-214-1181 

〒381-2353 長野市信更町田野口 235-1 

あなたのメンバーコース 

☎（026）290-3000 
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山間地でも誇りをもって  田舎暮らし案内人 中島忠徳 

 

今まで山間地に住んでいた人の声からは、「道路が悪く交通が不便で、働くところもなく、何の魅力も感

じない」という声がほとんどでした。 

しかし、いまその現象を覆す出来事が起きているのです。当地区が 6年前から取り組んだ移住事業で、最

近県内外から若い多くの人が、信州の里山「信更町」の良さに魅了され移住されているのです。移住事業に

携わる中で移住された人の声を聴くと、「さわやかな風と緑に囲まれた田園地帯で、田舎の魅力を感じるし、

都会では味わうことができない、心の安らぎを感じ素晴らしいところ」という声が多く聞かれる。 

山間地に住んでいると、とかく不便さだけを強く感じ、暮らしていく上での本当の良さを見失っているよ

うだ。 

山間地の良さは、ここに住んでいない人が教えてくれるもので、田舎の不便さはその反面、暮らしていく

上でそれ以上の大切な良いところを生み出していることを教えられた。   

過疎化が急速に進む山間地において、これからの不安と寂しさは拭えないが、山間地だからこそ都会には

ない良さに目覚め、自然の素晴らしさと田園風景に浸り、誇りをもって暮らしていきたいものです。 

 

 

信更公民館の門松 願いを込めて 

年末になると、信更公民館の玄関や成人式会場には大きな「門松」が

飾られます。信更町ではあまり見かけない太い真竹を軸として、しめ縄、

松、南天、それに葉牡丹等で仕上げられた豪華な門松です。 

「立派な門松だね！！」「どこで買ったの？高いんだろうね！」など

皆の注目が集まります。 

実は、吉原地区の芝田重男さん手作りの門松です。 

「公民館の役員になってから門松を寄贈している。太い竹や昨年不作だ

った松を探しに、大町市まで行くなど制作には苦労もあるが、信更町に一

年の幸福をもたらすよう願いを込めて、また新成人の門出を祝う気持ちを

込めて作っている。」  

 材料不足が深刻で、「続けることが出来ないかもしれない」と懸念。 

 今後、制作の手伝いや材料の調達など協力者や制作技術を受け継ぐ方が

信更町で現れることを期待せずにはいられません。 

 
【編集後記】 

今回の「ふるさとだより信更」は、試験的に

カラー印刷でお届けしました。写真などカラー

ならではの良さが出ていますでしょうか？ 

自動車等販売・修理  

TEL 299－2416 

FAX 299－2138 TEL 278-2268 FAX 278-9720 

建設機械修理全般・特定自主検査・車検整備 

ミツトモ 

松代町小島田 3549-5  永井 津 

点検・整備お気軽にお問い合わせください 

私の一言 


